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公衆衛生領域におけるインターネットの活用
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　近年の通信分野技術の発達は目覚ましく，この技術を公衆衛生分野に適用することは，より良い情報の収

集および提供を通じ，世界の健康問題の改善に大きく寄与する可能性がある。このような考えのもと，グロ

ーバル・ヘルス・ネットワーク（GHNet）は1994年に，学術団体，WHO，汎米保健機構，世界銀行，

NASA，IBM，AT＆Tなどさまざまな分野の人々によって創設され，以下のようなものを柱として現在活動

中である。すなわち，1)予防医学，公衆衛生に従事する人々のネットワーク化，2)疾病モニタリング，3)

遠隔教育，4)非政府保健関連機関の連携推進，5)サイバードック（テレコミュニケーションと公衆衛生双

方に通じた人材）の育成，6)グローバルなリサーチサーバーの確立，7)ワールド・ワイド・ウェブ

（WWW）上のホームページ，の7つである。

　わが国におけるインターネットヘの接続の増大率は目覚ましいものがあるが，公衆衛生分野に関わる人々

がインターネットをどのように有効に利用できるのかについて，学ぶ機会は限られている。そこで，昨年，

第55回日本公衆衛生学会総会においてWHOとグローバル・ヘルス・ネットワークの共催により公衆衛生

に関わる人々を対象としたインターネットトレーニングコースを開催した。参加者のほとんどは保健所関係

者であった。また，参加者のほとんどはそれまでにインターネットの経験を持っていなかった。コースで

は，電子メールの使用法から，WWWによる情報検索方法，ホームページの作り方，さらに，インターネ

ットをどのように公衆衛生の改善に利用できるかまでを学んだ。コースを終え，このようなコースが公衆衛

生の関わる人々にとって有益なものであることを確信した。今後この種の活動の結果，公衆衛生関係者がイ

ンターネットを使用して，より良い公衆衛生活動を行えるようになることを期待している。
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